













































A Study of Judo Education in the Prewar Primary School System
 : Focusing on Practical Situation Before Introducing of the Regular Physical Education Course
一般論文






















































































































表1 小学校にお  ( 正6年10月1日現在) 
明治40年以前 明治42~45年 大正2~6年 教室 体操場 教室及体操場 その他
北海道 1,275 7 - - 6 1 1 1 1
青 森 426 1 - 1 - - - - -
岩 手 447 3 - - 3 - 1 - 2
宮 城 328 - - - - - - - -
秋 田 396 17 - 6 11 12 4 10 3
山 形 387 8 1 - 7 - 7 - -
福 島 537 - - - - - - - -
茨 城 585 - - - - - - - -
栃 木 441 1 - - 1 1 - - -
群 馬 279 2 - - 2 - - - 2
埼 玉 440 1 - - 1 1 - - -
千 葉 467 3 - - 3 1 1 - -
東 京 525 8 - 2 6 4 1 - 3
神奈川 307 4 - - 4 3 1 - -
新 潟 897 3 - 2 1 - 3 - -
富 山 340 2 - 1 1 1 1 - -
石 川 401 - - - - - - - -
福 井 289 1 - - 1 - 1 - -
山 梨 253 1 - - 1 - - - 1
⾧ 野 454 4 - - 4 - - - 4
岐 阜 480 3 - - 3 - 1 - 2
静 岡 498 4 - 1 3 2 - - 1
愛 知 649 - - - - - - - -
三 重 450 1 - - 1 - 1 - 1
滋 賀 238 5 2 1 1 - 3 - 1
京 都 401 3 - - 3 - 2 - 1
大 阪 457 6 - - 6 2 2 - 2
兵 庫 622 18 1 2 11 3 3 - 8
奈 良 371 5 - - 4 - 1 1 2
和歌山 393 - - - - - - - -
鳥 取 250 1 - - 1 1 - - -
島 根 437 - - - - - - - -
岡 山 546 6 - - 5 - 1 1 3
広 島 731 10 1 1 9 5 - - 7
山 口 408 9 - - 8 4 - - 4
徳 島 314 2 - 1 1 1 - - 1
香 川 239 - - - - - - - -
愛 媛 514 2 1 1 - 2 - - -
高 知 420 - - - - - - - -
福 岡 601 8 1 1 4 5 1 - -
佐 賀 184 2 - - 2 1 - - 1
⾧ 崎 402 - - - - - - - -
熊 本 555 - - - - - - - -
大 分 384 6 1 5 - 1 1 - 2
宮 崎 271 1 - - 1 1 - - -
鹿児島 580 1 - - 1 - - - 1
沖 縄 137 - - - - - - - -











について見てみると昭和 13 年（1938）の調査 5）によ
ると小学校での実施校数が全国で 5,908 校となり、大




























































































































































































第一回 昭和  9年（1934） 19 17 36
第二回 昭和10年（1935） 15 14 29
第三回 昭和11年（1936） 14 10 24





















































　まず、渋川小学校では、大正 6 年（1917）1 月から
随意科として柔道を課していた。対象としたのは、高
等科 1、2 年生の男子であった。授業は、毎週土曜日















　次に、岩野谷小学校では、大正 5 年（1916）4 月か
ら「柔の形」のみを指導していたが、大正 6 年（1917）
3 月からは乱取なども合わせて実施するようになった。
対象としたのは、尋常科 6 年生と高等科 1、2 年生で、
女子については「柔の形」のみを指導していた。授業
は放課後に 1 時間実施され、尋常科 6 年生は週 2 日、
高等科 1、2 年生は週 3 ～ 4 日程度で行われ、同校教
師の須藤幸平初段（当時）が中心となって指導にあたっ
た。実施場所については、唱歌室の一部を道場に充て、
大正 7 年（1918）時点では畳 20 枚、稽古着 10 枚、児
童所有の稽古着 32 枚という状況で実施をしていた 28）。
もともと、乱取を始めるようになった大正 6 年の際に





























































　同書では、尋常科 5 年、6 年、高等科 1 年、2 年の
各学年の教材配当表が示されている。これまでの各地
での実践事例では、柔道を課す学年が学校によって違




から柔道を課す対象は尋常科 5 年から高等科 2 年まで
とするというかたちに至ったものと言えるであろう。
なお、女子には ｢柔の形｣ のみを課すこととして女子
の ｢柔の形｣ の学年別配当表も示されている。表 6 は









































































































ある。昭和 12 年（1937）3 月には、第五回石川県下
小学校教員武道大会が開催され、剣道と柔道で郡市対













































































二回都下小学校柔道大会」柔道，6（12），p.30-31，1935 年 . 
「第三回都下小学校柔道大会」柔道，8（1），p.26-27，1937 年 . 
「第四回都下小学校柔道大会」柔道，9（1），p.21-22，1938 年 .
13）一記者（1919）群馬県の柔道，有効の活動，5（9），p.18.
14）｢柔の形｣ の内容構成は以下のとおり。
15）前掲 2）.
16）嘉納治五郎（1913）柔道概説，柔道概要（磯貝一 編），p.20.
17）嘉納治五郎（1915）柔の形，柔道，1（2），p.44．
18）嘉納治五郎（1917）国民の体育に就て，愛知教育雑誌，356 号，
p.17．
19）前掲 18），p.18．
20）村上邦夫（1918）柔の形教授法研究，柔道，4（8），p.45．
21）前掲 20），p.46．
22）一記者（1916）大阪に於ける小学児童の柔道，柔道，2（4），
p.62．
23）前掲 22），p.63．より転載。
24）前掲 18），p.18．
25）著者不詳（1917）名古屋小学校の柔道，柔道，3（2），p.123-124.
26）著者不詳（1918）渋川小学校の柔道，柔道，4（6），p.82-84.
27）前掲 26），p.82-83. より作成した。
28）岩野谷尋常高等小学校（1918）岩野谷小学校の柔道，柔道，
4（7），p.94-96．
29）水齋（1921）光栄なる哉柔道少年－岩野谷小学の柔道，有
効の活動，7（12），p.59-60.
30）前掲 28），p.94-95.
31）前掲 28），p.94-96．より作成した。
32）著者不詳（1918）岩野谷校柔道演習会，柔道，4（5），p.74.
33）村上邦夫（1918）群馬県に於ける小学の柔道，柔道，4（5），p.67.
34）前掲 29），p.60-64.
35）前掲 29），p.62. より転載。
36）須藤幸平（1922）小学校柔道教授の実際，講道館文化会，
p.115-116. より作成した。
37）前掲 36），p.116-119. より作成した。
38）前掲 2）.
39）嘉納治五郎（1931）柔道教本・上巻，三省堂．
40）中村民雄（1994）剣道事典，島津書房，p.250.
41）当時は衆議院の議決に拘束力はなかったため、可決しても
直ちに法改正とはならなかった。
42）表 8 は以下より作成した。講道館（1937）小学校柔道講習会，
柔道，8（7），p.32-34.
43）著者不詳（1917）名古屋柔道界便り，柔道 3（12），p.113.
44）著者不詳（1919）群馬県の柔道，有効の活動，5（9），p.18.
45）著者不詳（1919）群馬県柔道講習終了者，有効の活動，5（9），
p.65-66.
46）前掲 44），p.18.
47）前掲 45），p.66-67.
48）著者不詳（1937）石川県下小学教員武道大会，柔道 8（4），
p.39-39.
49）著者不詳（1937）京阪神教員対抗武道，柔道 8（7），p.44.
第一教 突　出　　肩　押　　両手取　　肩　廻　　腮　押
第二教 切　下　　両肩押　　斜　打　　片手取　　片手挙
第三教 帯　取　　胸　押　　突　上　　打　下　　両眼突
